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１．はじめに  

 近年、舗装において長期供用に伴い路盤の損傷が顕在化してきており、舗装の表層から上層路盤までを現場

でブロック状に切り出し、底面及び側面を見てみると、上層路盤のアスファルト安定処理路盤の底面から上方

へ向かって進展する疲労ひび割れの発生が確認できる場合がある。当管内においては青森管内、仙台管内、福

島管内について調査を実施したところ、同様に疲労ひび割れの発生が全ての場所でみられた。こうした事象に

対し、路盤の疲労抵抗性、はく離抵抗性、水密性などの耐水性を高めるため NEXCO 総研で開発されたハイモ

デュラスアスファルト混合物（以下 HiMA）を試験的に導入することとなった。本報文ではこのうち、令和 2

年 8 月に青森管理事務所管内で実施した HiMA の追跡調査 2年目の結果について報告するものである。 

２．試験施工概要について 

試験施工は以下に示す項目について、標準 

施工工区（2 工区）との経年比較を行っていく。 

（施工直後、1年後、2年後、3年後、5年後、 

7 年後、10 年後）断面を図-1に示す。 

（１）現地試験による弾性係数の経年変化 

  ①FWD 試験を用いた逆解析により得られる 
弾性係数 
②現地採取コアを用いた間接繰返し引張試 

  験より得られる弾性係数 
（２）路面性状測定値 

  ひび割れ率、わだち掘れ、平坦性の経年変化 
（３）FWD の測定位置 

FWD の測定位置等を図-2 に示す。 

  測定時期：既設舗装と試験施工完了後に測定 

  測定位置：OWP のみとする 

  ひずみ計：設置位置は上層路盤下面のみとし、 

       各工区 3カ所設置するものとする。 

  熱電対：ひずみ計と同様とする 

３．アスファルト層のたわみ（変状指数 Di） 

設定荷重を 49KN、混合物温度 20℃の状態を 

標準としてたわみ量を補正した。施工直前、 

施工直後は温度補正しても大きなたわみ量が 

発生している。R2 年度と R3 年度については、 

変状区分 B、C となっており、たわみが小さく 

なっていることがわかる（図-3 に示す）。 
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図-1 試験施工断面 

図-2 FWD 等測定位置 

図-3 アスファルト層のたわみ年度比較 
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４．スティフネス測定結果  

 HiMA に関しては、 

昨年度より高い値を 

示しているが、混合 

物の基準値内（9000 

±2500MPa)にあるの 

で、特に問題なく、 

採取箇所のばらつき 

程度と考えられる。 

他の混合物については、若干の数字の違いはあるものの、同程度である（図-4）。 

５．動的逆解析による舗装体の評価（弾性係数） 

 FWD の測定結果を用いて、解析ソフトによる動的逆解析を実施、アスファルト層の弾性係数を算出した。

FWD 測定時の路面温度が解析結果に影響することを勘案し、弾性係数算出後に温度補正（20℃）を実施。 

昨年度との比較を図-5に示す。 

一般的な舗装構造解析では、表層 

～上層路盤を 1層で解析する。 

結果としては昨年度と比較して、 

今年度が全体的にやや高く、 

スティフネス測定結果との関連性 

が見られるのではないかと考えら 

れる。 

 

６．順解析による舗装体の評価 

 FWD 測定値の逆解析により得られる解析（引張りひずみ）から評価することも可能だが、現場からの切取

コアのスティフネスを用いての上層路盤下面の引張りひずみの解析値を多層弾性解析ソフトによる順解析を

実施し算出した（図-6）。引張りひずみと疲労破壊回数の関係を表-1、図-7 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

スティフネスの解析結果は、疲労破壊回数は 10 倍以上。引張りひずみを過年度と比較すると、1 工区にお

いては、2工区と 3工区の傾向と異なり、昨年度よりもわずか減少する傾向となった。これは HiMA のスティ

フネスが高くなったことが要因と考えられるが、データ数が少ないため、今後も継続調査を続けていく。 

７．まとめ 

 FWD のたわみ量に変化はないが、逆解析による弾性係数、スティフネスの順解析結果が、HiMA について

は疲労破壊回数が通常舗装と比較して 17 倍という高剛性の結果が出ている。追跡調査は 2 年目の途中報告で

あり、今後も継続調査を行い、HiMA と通常上層路盤の耐久性及び経済性等について比較検討を行う。 

図-4 スティフネスの年度比較 

図-5 動的逆解析による弾性係数の年度比較 

図-6 引張りひずみ値 

表-1 引張りひずみと疲労破壊回数 

図-7 引張りひずみと疲労破壊回数 
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